
行政情報の多言語化発信について
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前回の続き…

【外国人ヒアリングより】

「自国ではあまり郵便が届くことがなく、郵便物の封を開ける習慣がない」

「日本語でしか書いていない郵便（はがき）は、自分に関係がないと思い読まずに捨てる」

「自国の言語で書かれてあっても、制度が難しくて、結局、何をすれば良いかわからない」

情報が相手に届いていない

多言語化する際には、読ませる工夫が必要

例：封筒にある【重要】を【important】等と多言語化しても効果が薄い。

簡潔で具体的な表現をする必要がある

例：申請が必要です ／ 支援が受けられます ← こうした表現を多言語化
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区役所から送られてきた封筒について・・・

・見た記憶がない。

・中身を見ないで捨てた。

・何だか分からなかった。

・詐欺だと思った。

日本語教室学習者の声

１．現状
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・多言語表記がない。

→在住外国人も公共サービスを受ける対象という認識がない

・難しい表現（固有名詞、専門用語）が多い。

→翻訳できない

・情報量が多すぎる。

→どこが重要（主文）なのか分からない

２．原因

言葉（情報）の選択が発送者の目線

→受け手側に立った言葉の選択ができていない



３．他区市町村での取組①
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豊島区の事例

・「大切なお知らせです」の文章を「やさしい日本語」で表記

・ 「重要」の表記をは４言語（英・ベトナム・ネパール・ミャンマー）に翻訳

・封筒の表面にQRコードを掲載し、区ホームページに誘導する。→自動翻訳で詳細を説明
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○封筒への多言語表記

・通知の時期、内容で封筒の色を変えて送付（兵庫県）

・ 「大切なお知らせです」の文章と、問い合わせ先を７言語

（英・中・韓・ベトナム・ネパール・ミャンマー・タガログ）に翻訳（東京都）

３．他区市町村の取組②

社会福祉
協議会
の事例



（表）多言語（英・中・韓・ネパール・ベトナム語）で併記する

誰から、何の通知なのか明記し、視認性を高める
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（裏）ホームページに誘導し情報を補う

封筒でなくチラシを同封して情報を補う

すぎなみくやくしょ たいせつ

杉並区役所から大切なお知らせです

相談窓口がわかるQRコードです。
詳しくは、こちらを見てください。

４．杉並版封筒の取組案 ～多言語＋シンプル＋わかりやすく

QRは封筒に
１つだけ

※杉並区に在住が多い上位５か国語に翻訳して併記

翻訳機で翻訳しづらい（意味が伝わらない）印刷は

必要最小限に。→空いたスペースは別の情報に



外国人にとってわかりやすい

誰にとってもわかりやすい
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（相手に伝わる情報発信）
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東京都の事例

・重要かつ必要な情報のみをピックアップして掲載

杉並区の事例

５．同封のチラシについて～伝えたい情報を取捨選択



６．同封のチラシについて～受け手を意識した表現 10

（相手に伝わる情報発信）

・難解な用語の意味をやさしい日本語で説明



区から通知する各種お知らせの
年間スケジュールをホームページで一括掲載

11

広報 内容 対象

1月1日 国民年金保険料は前納がお得

1月15日 公的年金等の源泉徴収票の発送

1月15日 医療費等通知書の発送

1月15日 特別区民税・都民税・森林環境税第4期分の納付期限
1月31日

1月15日 個人住民税・所得税などの申告期限3月17日

高

子

全

対象者を分かりや
すく表示

外

タイトルをクリッ
クして詳細を確認

７．ホームページとの連動～情報を補完する工夫

（相手に伝わる情報発信）
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９．様々な通訳サービス

（言葉の壁をフラットに）

８．ICTの活用

～３者間通話システムの導入

 ホームページに掲載のお知らせと合わせ
てQRコードを掲載することで、外国人区
民は、通訳者を交えて問い合わせができ
ます。

 利用者側はスマートフォンでQRコードを
読み取るだけで手続きが可能。データ通
信料のみ負担となります。
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最後に…

外国人は地域を構成する一員であり

行政サービスを享受する対象者

相手に伝わる情報発信を
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